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大阪大会 実行委員長 松田 齋

昨年８月の“大阪大会”は、北は北

海道から南は沖縄まで９５団体と、連

盟関係のスタッフや、地元大阪の歓迎

演奏参加者、スタッフを含め総勢約６

００名のご参加を得て、大阪市中之島

の大阪国際会議場“グランキューブ大

阪”を舞台に開催いたしました。

昨年は、次々に来襲する台風に心配

しながらの開催ではありましたが、一

部東北地方の皆さんの初日のご参加に支障があったもの

の、全体的にはうまく台風の狭間に入り皆様がほぼ順調に

ご参加頂けたことは幸いでした。

最終日の「ＪＡＯフェスティバルコンサート」は、地元

大阪を代表して府知事自らピアノ協奏曲のソロをご披露頂

いたことや、出席下さった指揮者やコンサートマスターが

いずれも地元で人気の高い先生方であったことも幸いし

て、結局２,７００席が殆ど満席という状況でした。大会前に

既に前売り券は完売となり、出演者にお聴き頂く予定にし

ていた席まで前売りや当日券に充当しなければならないと

いう、開催者にとっては誠に嬉しい悲鳴で、出演者の皆様

の熱演も相俟って、森下理事長からも「この記録は当分破

られないだろう」とのお褒めの言葉を頂戴いたしました。

またこのコンサートの模様は、当日のテレビや、翌日の

朝刊にも大きく報道され、大会の意義を多くの市民の方に

知って頂くことが出来たものと喜んでおります。

想えば、“全国大会を大阪で！”と決まり、まず私が悩

んだのが開催会場の問題でした。「折角大阪にお越し頂く

のであれば、やはり大阪を代表するコンサートホールで演

奏を楽しんでほしい」との思いが強かったのですが、練習

会場や楽屋等の問題を考えると多くの無理があり、他にも

何個所か候補を出して当ってみましたが、練習がスムーズ

に運ぶこととホールの舞台の広さや客席の収容人数等を勘

案して、結局“グランキューブ大阪”での開催に決めたの

でした。

しかし大会直前になって、Ａ. Ｂ. 両オケの練習会場相互

の音洩れが予想以上に大きく、練習進行に支障があること

が判りました。それは会場選定当初から多少危惧していた

ことではありましたが「何とかならないだろうか！」とい

うことで、いろいろ委員の方に知恵を出して頂き、方策を

講じて貰ったのですが結局音洩れを完全に止めることは出

来ず、Ａ. Ｂ. 両オケの皆様にはご迷惑をお掛けしましたこ

とを改めてお詫び致します。

今大会は、私共関西シティフィルハーモニー交響楽団が

主管団体として準備、運営に当らせて頂いたものの、計画

の当初より大阪府内のＪＡＯ加盟７団体の方々との「オー

ル大阪体制」で、ほぼ毎月定期的な会議を開きご協力とご

助言を得ながら準備を進めて参りました。そしてこの「オ

ール大阪体制」が見事な成果をもたらし、準備段階は言う

に及ばず、大会期間中非常に多くの方達の知恵と労力が結

集した結果、大会参加者の皆様からも多くのお褒めの言葉

を頂戴することが出来たことは特筆すべき成果ではなかろ

うかと思っております。

ただ、一昨年末の予備調査と昨年春の正式申込みを通じ

て、大変多くの方々からの参加のご希望を頂戴しながら、

メンバーの調整のためとは言え、約４０名の方達に不本意

ながら参加を断念して頂かねばならなかったことは誠に断

腸の思いでありました。ご参加頂けなかった方には、本当

に申し訳ありませんでした。何卒ご容赦の上今後に期して

下さいますようお願い申し上げます。

末筆になりましたが、大会開催に当り種々ご教示、ご協

力を頂きました連盟各位、大会スタッフ各位、そして何に

も益して大会を大いに盛り上げて下さった参加オーケスト

ラの皆様に深く深く感謝申し上げます。

大阪大会を省みて
第３２回 全国アマチュアオーケストラフェスティバル

栗田博文指揮　Aオケ　シベリウス「交響曲第2番」

西本智実指揮　Bオケ　ムソルグスキー「展覧会の絵」



（２）第５５号　平成１７年２月２８日

開会式にて森下理事長の挨拶 初合わせ　ちょっと固くなってる？

音楽に国境はありません 西本先生と太田府知事　真剣に打ち合わせ中

森悠子先生　Mオケの皆さんと 「今年もいっちょやったるか～」とファゴット達

熱の入った練習風景 皆さん集まってボーイングの確認中



平成１７年２月２８日　第５５号（３）

栗田先生　力の入った練習でした 一発が大切ですよね　指揮に集中して

オーケストラメンバーの視線が集まってます 森悠子先生のもと音楽を楽しみました

懇親会の始まり　みんなでカンパ～イ 乾杯の音頭をとる太田府知事

懇親会の一コマ　弦楽四重奏の発表中です 楽しくお食事中



（４）第５５号　平成１７年２月２８日

いつもと違う配置で演奏しました 開場待ちのお客さん

本番前の西本先生 これから本番ガンバッテきま～す

在阪メディアからのインタビュー中 西本先生の指揮でピアノを演奏する太田府知事

本番後の打ち上げにて　左から松田委員長、西本先生、森事務局長 次回の名古屋大会ＰＲ中の高橋委員長



平成１７年２月２８日　第５５号（５）

ちょっと一休み… 懇親会　みんなで楽しく歓談中

名札は食べられませんネ 栗田先生　ハッスル・ハッスルと盛り上がってました

小柄だけどエネルギッシュな森悠子先生 本番直後の栗田先生

西本先生　参加者からのサインぜめ 太田府知事熱演でした



指揮者紹介

指導者紹介

（６）第５５号　平成１７年２月２８日

指導者紹介

指揮者紹介

これまでの練習の

感想をお願いしま

す

大満足です。何
故かと言うと、無
邪気で無心の、そ
して本当に音楽と
いうものに喜びを
持っている人たち
ばかりがいらっし

ゃっているからです。（３回目なのですが）
毎回ここに来て思うのですけれど、皆さん
が活気にあふれ生き生きとしていらっしゃ
います。三度の食事よりも音楽が好きだと
いう人たちばかりが集まっていらっしゃる
わけですからね、その大勢のエネルギーに
私も乗っからないと大変です。押されそう
です。

今回、始めてアマチュア奏者を指導され

たということですが、いかがでしたか

私がアマチュア奏者の指導をした事
がなかったというのは、ひとことで言
えば今までは時間的にもチャンスがな
かったということですね。３５年という
長い間、ほとんどヨーロッパが本拠地
になっていて（年に１・２度は帰ること
もありましたが）日本にいなかったん
ですから。

長岡京室内アンサンブルが出来て、
批評家の方々や西脇さん（ＪＡＯ副理事
長）の目に留めて頂き、応援して頂い
て、声を掛けて頂いた、それがきっか
けで今回の指導があるわけですが、ア
マチュアの皆さんとご一緒していて本
当に楽しいですよ、まるで海綿のよう
に何でも吸収して持って行ってしまっ

てね…。でも、それは嬉しいですよ。
逆に音楽学生の中には（私は音楽学校
の先生もしてきましたが）喜んで吸収
していく生徒と「フン、何言ってるの」
と取り付く島もないような生徒もいる
んですよ‥。ここに集まって来られた
皆さんは、私が指示している事を無心
に、おかしいとも言わずに、素直に

「それもとにかくやってみよう」と言っ
て下さるので指導者として喜びを感じ
ますね。

練習中、よく「トライしてみましょう」

とおっしゃっていましたが

学校でもそうだったんですが、私は
「やりなさい」と言った事はないんです

よ。いつも「トライしてみよう」。書く
ときも、「それが良いかどうかはまずト

森 悠子

これまで練習され

てきた感想をお願

いします

全国のアマチュ
アオーケストラの
皆さんのレベルが

（今回のフェステ
ィバルが３２回と
いう歴史を持つの
と同様に）非常に

上がってきていると思いました。それ
がよく分ったのは初日の練習の時でし
た。普段と違うメンバーが集うわけだ
から、相当バラバラに乱れるものだと
想像していたんです。誰でも当然そう
なんですよ。それから、いくらよく演
奏される曲だとしても、慣れるまでに
は時間のかかる曲なのでやや心配で…。

けれども、最初から曲を通すことが可
能で、それが技術的にも全く問題なか
ったんです。不安を見事に吹き飛ばし
てくれました。歴史を重ねてきている
中できっと培ってきた事が顕著に表れ
ているのは、指揮者の要求、というか
お願いした事を早い段階で感じ取って
下さって、すぐに音に変換する－つま
り表現に変えることができるというこ
とでしょう。二日という短時間の練習
で随分いろんなことを意識しながら表
現してくれたな、という驚きを感じて
います。

本番を終えられて演奏の感想を一言

演奏自体は本番が一番良かったと思
います。僕は「本番では冷静さを忘れ
ないで下さい」と伝えて舞台に向かい

ました。熱くなってもいいから頭の中
では冷静でいて欲しいという思いでし
たが、ちゃんと意識していてくれたと
思います。誰かが暴走してしまう事っ
てあるんですよね。皆さん方は普段か
ら経験されていることですから、難な
くクリアされていましたね。しかも音
楽の中に入ろうという意識が非常に高
い。冷静さをきちんと持ったうえで自
分の技術をコントロールして、心から
表現するということをトライしてくれ
て良かったと思います。それは無難に
安全モードで運転するという感じでは
なく、演奏者全員が意識して「今日の
ステージではこんな演奏をしよう」と
いう自発的なイメージでしたね。細か
いことを言ってしまえば、練習がもう
一日余分にあったなら別の事も出来た

栗田 博文

これまで練習され

てきた感想をお願

いします

３つのオケ（総
勢約３００人）が
一つの建物の中に
集まり、それぞれ
のオケが練習場と
か移動などいろん
なスケジュールで

動いているのに「これはどうしたらえ
えの？ああしたらええの？」という混
乱も全くなく、滞りなく日程が進んで
いました。これはスタッフの方たちの
心配り（自分も演奏されるから余計に
気が付くと思うんですが）全てをとて
も段取り良くうまくやられていて、感
心しましたね。これだけスムーズな進

行はなかなか無いと思うんですよね。
Ｂオケの練習では、最初のチューニ

ングの音を聴いて練習して、次のチュ
ーニングには各人が皆と調和していけ
る。そんな意識の高い人が集まってい
るのかな、と私は感じましたね。結局
音楽的にもそういう部分は一番大切な
んですよ。演奏をするには自発的な事
はとても大切で必要だろうし、それは

「誰かの何か」に乗っていくだけではだ
めでしょうし、我が強すぎてもだめ。
よく互いに聴き合って演奏するという
ことでしょうかね。この何日かで精神
的にも音楽的にも目に見えるような音
として、感じられるようになりました
ね。

本番の演奏はいかがでしたか

「展覧会の絵」は大変なソロの部分
が多くて、それだけで皆さんも極度に
緊張すると思うんです。けれども、皆
さんが萎縮して硬くなるような演奏は
したくないな、というのが正直な気持
ち。できるだけのびのびやって欲しい
と思っていたんです。実際皆さんはこ
の本番では三日間（正味２日ですね）
の練習の中で「ああしよう、こうしよ
う」と、各々が口に出し、課題として
いた事を自分なりに解釈し、解決して
いてそれを音として滞りなく表現して
くれたんじゃないかと思います。

西本 智実
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寺部信行
テキストボックス
次頁上段に続く

寺部信行
テキストボックス
次頁中段に続く

寺部信行
テキストボックス
次頁下段に続く



平成１７年２月２８日　第５５号（７）

ライしてから書き込みましょう」なん
ですよね。私は「やりましょう、トラ
イしましょう」と表現して勧めるのが
好きなんですよ。未知のものはやって
みないと分らない、食べず嫌いではだ
めだと思うんです。食べてみて嫌いだ
ったら仕方ないですが、予想外におい
しかったら得でしょう。その時嫌だと
感じたものでも、意外と何年も経って
からおいしく感じることもありますよ
ね、人間も成長してますから。一度ト
ライしてみて嫌いでもしばらく戸棚に
入れておく‥そして時々引出しから出
して少しテイストしてみる…。それも
良いと思うのです。私の人生はそんな
事ばかりですよ。

アマチュア奏者に一言お願いします

アマチュアの方は、私たちが知らな
いような事を沢山知ってらして、本当
に博学なんですよ。プロのミュージシ
ャンにコーチして頂きたいほどね。つ
まり、アマチュアの方はとても熱心に
研究していらっしゃって、私もここで
知識を吸収できたことを実感していま
す。プロは皆案外自分の技術を磨いて
いる時間が長いと自画自賛しているの
に知らない事が一杯なんです。「誰々の
ＣＤはここがこうなっていて…」等プロ
や学生たちに講義していただきたいよ
うな“オタク派”が大勢いらっしゃい
ますね。アマチュアの皆さんの知識を
吸収したいという欲求、演奏したいと
いう欲求とエネルギー。それは学ぶべ
きだと思います。学生さんたちでも案

外自分の弾いている曲だけのＣＤを聴い
て平気でいるんですよ。ここのアマチ
ュアの方たちにちょっとレッスンして
もらった方が良いんじゃないかしら。

体験という点では私の方が勝るでし
ょうね。私は歳を重ねましたし、ヨー
ロッパの様々なオーケストラに参加し
て、指揮者とのたくさんの出会いもあ
りましたから。それでも本を読む時間
も あ ま り あ
り ま せ ん で
し た か ら 、
ず い ぶ ん 勉
強 し た と は
い え 、 皆 さ
ん に 色 々 と
教 え て 頂 き
ました。

のかもしれないし、色々ありますが、
わずか二日の練習でという事を考えれ
ば、それはもう見事ですよ。

アマチュア奏者にメッセージをお願いし

ます

多分、皆さんは音楽を愛して（オー
ケストラの場合はクラシック音楽でし
ょうが）始められたと思うんですけれ
ども、趣味ということだけではなく、
自分の人生に豊かさをもたらせる事を
目指して欲しいです。つまり表現する
という事ですよね。音楽を通じて自分
の意思を表現して欲しいと思うんです。
オーケストラにあっても指揮者やコン
サートマスターだけではなく、そこで
演奏している全員が各々、音楽に対す
る考え方を表現しているわけです。そ

れはソロであろうとも室内楽であろう
とも基本的には変わらないと思います。
是非、生涯音楽を愛し続けて欲しいで
す（皆さんはとても音楽を愛している
のが感じられるので僕は全然心配して
いませんが）。いろんな事情で楽器から
離れなくてはならなくなったとしても、
いつかどこかで必ず復帰するチャンス
を作ってみて下さい。もっとも今回こ
こに来ている人はマニア中のマニアで
しょうから、心配無用でしょう。

この大会のように、横のつながりを
大切にして様々な情報交換をしながら
どんどん切磋琢磨していける事はなか
なか他では味わえないんじゃないです
かね。これからも是非発展し続けてい
って下さい。

アマチュア奏者にメッセージをお願いし

ます

私はあまりアマチュアとか、プロと
かそういう区別を自分の中ではしてい
ないんですよ。別に音楽学校へ行った
からといって上手に演奏できるという
訳ではないですし、逆に行かなかった
から演奏が拙いということではないで
すから。基本的には、音楽を志す仲間
として、より高め合って一緒に成長し
ていきましょう、という事が肝心なの
ではないでしょうか。
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（８）第５５号　平成１７年２月２８日

222222222
茨城交響楽団

金子　充
aＡオケ　sＣｂ

何度も出ているので新鮮な気持ちではありま
せんが、トップを弾くのは初めてで非常に緊張
しています。

北海道交響楽団

岡本 千尋
aＢオケ　sＰｅｒｃ

今回は展覧会の絵の一番おいしい部分をいた
だきました。頑張って目立ちたいと思います。
どうぞみなさん私の鐘を聞いてください。

福島市民オーケストラ

神野 尚登
aＡオケ　sＴｕｂ

シベリウスのこの曲はチューバの場合はかな
り低音で、長いクレシェンドがたくさんあるの
で大変ですが、自分の音質の改善をテーマに頑
張りたいと思います。

賛助出演　神戸出身

佐々木 千恵
aＢオケ　sＨｒｐ

関西シティフィルから声をかけてもらいまし
た。普段はいろんなオケに参加しています。自
分のハープが聞こえるかどうか心配です。

豊橋交響楽団

水谷　哲
aＡオケ　sＦｇ

今回の曲はこぢんまりしているので、おとな
しくこぢんまりと、でもきっちり吹けたらなと
思ってこのオケを選びました。

モーツァルトアンサンブルオーケストラ（東京）

上田 由香
aＢオケ　sＣｂ

初めての時はどきどきしたけど、年に一回各
地のメンバーに会えるのが楽しみで今回も参加
させていただきました。

豊橋交響楽団

平松 治生
aＡオケ　sＶｎw

シベリウス頑張ります。

新潟交響楽団

山本　みちる
aＢオケ　sＯｂ

三日間で練習して本番を迎えなければならな
いので、とにかく短い練習時間を大切にしなけ
ればいけないと思います。

大津管弦楽団

田淵 亜沙美
aＢオケ　sＨｒｎ

普段と違うメンバーでできるのがいいです
ね、本番楽しみです。大阪へはよく来ます。

岐阜県交響楽団

中島 義和
aＢオケ　sＶｎq

出身が関西なので里帰り気分でやっていま
す。久しぶりにいろんな方と会えるのが楽しみ
です。今回の曲はとても軽快な曲なので楽しい
です。

中野区民交響楽団

遠藤　志津江
aＢオケ　sＰｅｒｃ

だいぶこの雰囲気にも慣れてきました。普段
オケでは鍵盤楽器をやることがないので楽しみ
です。

栃木県交響楽団

小松崎 倫子
aＢオケ　sＶｎq

秋田大会以来の参加です。全国の方と一緒に
演奏できるということと、もちろん大阪でおい
しいものをたくさん食べることも楽しみです。

大津管弦楽団

山田 敏男
aＢオケ　sＰｅｒｃ

打楽器パートが小太鼓で、希望とは違ったの
で本当は少し苦手なのですが、西本さんの指揮
で演奏ができることを楽しみにしてきたので頑
張りたいと思います。

刈谷市民管弦楽団

深谷 聖子
aＢオケ　sＶｎq

自分ひとりでも音楽を楽しめるように、そし
てみんなと仲良くなれるようにしたいと思いま
す。お好み焼きやおいしいものをいろいろ食べ
て帰りたいです。

吹田市交響楽団

荒川 有加
aＪＡＯ大阪フェスティバルオーケストラ sＴｒ

今までは他の都市で皆さんにお世話になって
きたのでホストの今年は、皆さんに楽しんでい
ただけるような雰囲気作りのお手伝いができれ
ばいいなと思います。

市川交響楽団

菊池 克彦
aＭオケ　sＣｂ

こういう練習をとても楽しみにしてきまし
た。配置が自由で練習の仕方が独特、指揮もな
い…こういった形を前から望んでいたのでとて
も楽しみです。

a参加種目　s楽器名　
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222222222
成田フィルハーモニー管弦楽団

小倉 千秋
aＭオケ　sＣｅｌ

Ｍオケの場合は１月に練習していますので、
今回はその延長という感じですし、半年練習期
間があったので今回は楽にできると思います。

久留米市民オーケストラ

鳩宿 法子
aＡオケ　sＶｎw

緊張しますが、楽しんでます。遠いですが張
り切って来ました。フェスティバルはこれから
もぜひ参加したいと思っています。

新潟交響楽団

大塚 哲夫
aＭオケ　sＶｎq

こんな大きな形での管弦楽合奏ステージは初
めてです。弦楽器はいろんな種類の音があると
思うのですが、自分が考えていたより何倍もい
ろんな種類の音があることがわかりました。

福井交響楽団

中林　彰
aＡオケ　sＶｎw

前回はフルートで参加しました。今回は全国
レベルの人たちの演奏を聞いて参考にしたいと
いうこともありますし、来年福井で国民文化祭
があるのでその宣伝もかねて参加しました。

多治見市交響楽団

塩崎　妙子
aＭオケ　sＶａ

去年Ｍオケの募集を見て一月の練習に参加
し、今回も参加することになりました。とにか
く皆さんと合奏して楽しむことが一番です。

高知交響楽団

大野 明子
aＡオケ　sＶｎq

この曲は自分のオケで六月に演奏した曲なの
でＡオケを選びました。指揮者の先生によりボ
ーイングも違うので、ここのやり方で、ここの
曲にしたいと思っています。

森先生のお弟子さん

大野 しほ
aＭオケ　sＶａ

今まで四年間シカゴの大学で勉強していまし
た。外国育ちで日本をあまり知らないので一年
間ぐらいいる予定です。

横浜交響楽団

江尻　佳代
aＡオケ　sＯｂ

このホールは初めてなので緊張しますね。自
分らしさが出せてのびのびと演奏ができればい
いと思っています。そして大阪を満喫して帰り
たいです。

大阪市民管弦楽団

橋本　健
aＪＡＯ大阪フェスティバルオーケストラ sＣｅｌｌｏ

１５年ほど前の大阪大会でうちのオケがホス
トだったので前回含めてホストとして２回目の
参加です。曲がモーツァルトのピアノコンチェ
ルトなので弾いてみたいなと思いました。

名古屋市民管弦楽団

丹治 千秋
aＡオケ　sＦｌ

栗田先生が振ってくださると聞いてＡオケを
選びました。シベリウスのこの曲は私の苦手な
低音部が多いので難しくて大変ですが、非常に
やりがいがあります。

和歌山市交響楽団

小川　雅之
aＡオケ　sＶａ

シベリウスのこの曲は高校生のころから好き
で演奏も何回かはしていますが、今回はトップ
ということで緊張しています。

交野シティ・フィルハーモニック

吉川 秀樹
a歓迎オケ　sＣｅｌｌｏ

自分にとては二曲とも初めての曲なので新鮮
でしたし、指揮も西本先生なのでとても楽しみ
にしていました。

山梨交響楽団

井上 克彦
aＡオケ　sＨｒｎ

大阪のおいしいものも頭に入れて、もちろん
演奏もがんばって楽しんでやりたいと思いま
す。曲も前からやりたいと思っていた曲なので
張り切っています。

堺フィルハーモニー交響楽団

伊藤 壽章
a歓迎オケ　sＣｅｌｌｏ

知事とピアノコンチェルトが弾けるなんて感
激ですね！精一杯頑張ってお客さんにも喜んで
もらえるようにしたいと思います。これからも
是非参加していきたいですね。

久留米市民オーケストラ

緒方 祐子
aＡオケ　sＶｎw

全国のいろんな団体の方と交流を深められた
らいいですね。フェスティバルにはすばらしい
先生がいつも来られるのでそういう先生に指導
していただけることが魅力です。

a参加種目　s楽器名　

快くインタビューに応じてくださった皆様、本当にありがとう

ございました。紙面の都合上、全ての方の記事を掲載できず誠

に申し訳ございませんでした。
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大阪大会実行委員会事務局長 森　修二

1．大変お疲れさまでした。まずは、
参加者の方に一言。

みなさま、本当にお疲れ様でした。
そして、本当にありがとうございまし
た。

演奏会が予定より長引きましたので、無事ご帰宅頂けた
か心配ですが。参加者の皆様にはお申し込みの段階からい
ろいろお手間を取らせたり、大会期間中も運営の拙い所を
カバーして頂きましたし、また、パート毎に音楽リーダや
移動リーダなどをお願いした方がいらっしゃったりと様々
なご協力を頂いた結果、運営的には大きなトラブルもなく
大会を終了出来ました事、ご参加頂いた皆様のおかげです。
心より感謝申し上げたいと思います。演奏に参加された方
には、三日間この大阪で心ゆくまで音楽を楽しんで頂き満
足のいく演奏をして頂けたとしたら嬉しいのですが。運営
協議会に参加された方には大阪大会に対しこれまで様々な
ご助言を頂戴しました。関係者・スタッフとしてご参加頂
いた方々には、非常に長い期間、準備にご尽力頂きました。
心より感謝申し上げたいと思います。ＪＡＯ本部の方々に
も本当にお世話になりましてありがとうございました。

2．運営面でもすばらしい大会だったと思います。開催に
あたり、「演奏する人」「聴く人」「支援する人」「歓迎する
人」の４つの満足というコンセプトで運営されたわけです
けど、どのような過程でそのコンセプトが出てきたのです
か。またその成果などをお聞かせください。

準備は３年前から始めました。皆さん豊富なアイデアを
お持ちでしたが、大会成功に向けて６００人もの人たちの気

持ちを一つにするには、何かしっかりした方向性を持つ必
要があり、『「演奏する人」「聴く人」「支援する人」「歓迎
する人」の４つの満足の最大化で有意義な３日間を！』と
いうコンセプトに集約しました。

「演奏する満足」の成果ですが、まずは、オーケストラ
編成でいかに多くの方々のご希望を反映できるかに始まり
ました。最後は今日実際に演奏した方々の評価ですが、す
ごく気になりますね。

「聴く人の満足」は数だけで言いますと約２７００名のお客
様と音楽を共有できた事や、その中でも障害者施設さんか
ら１９３名のご来場を実現できたのは本当に良かったです。

「支援する満足」は、目標を超える協賛を得る事が出来、
共催頂きました大阪２１世紀協会様を始め、具体的な広報
活動でも多くのご支援を頂きました。アウトソーシング頂
いた方々のご協力も最高でした。演奏会の盛況こそがご支
援頂いた皆さんへの最大の恩返しになったと思うと「ほっ」
としています。

「歓迎する満足」につきましては西本さん指揮での歓迎
演奏と、太田知事との共演が大阪のメンバーの励みになり
ました。道頓堀での懇親会も同じ歓迎するなら大阪らしさ
を徹底的に味わってもらいたいという思いから出たアイデ
アです。

大事な事は、この４つの満足は相乗効果を持つ、という
事です。

3．3つのフェスティバルオーケストラを編成するなど、久
しぶりに大きな大会となったのですが、実行委員会として
苦労されたこと、そしてこのような大きな会場をいっぱい
にしたチケット販売のやり方など教えてください。

約１年前までの企画段階、２００３年度中の協賛金確保、
５月１日のチケット発売日までの広報戦略企画、５月の参

大 阪 大 会 を 支 え た 人 々
─ 4つの満足を合言葉に ─

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

この大会の「フェスティバルオーケストラ Ｂ」のインスペクターを勤めました
山科幸生さんにお話をお聞きしました。

「予想した以上の大成功で喜ん

でいます。Ｂオーケストラの

インスペクターチームは全部

で７人ほどいるんですが、参

加者とのコミュニケーション

はうまくいったと思っていま

す。大会当日を迎えるまでに、

実行委員会での戦い（笑）は

ありましたね。というのは、

練習時間をいかに多く、そし

て移動を少なくするか、指揮者が振りやすい環境を作るか

など、Ｂオーケストラメンバーの立場でものを言いました

から、他の担当者と衝突することもありました。ただ、実

行委員会としては、参加者やお客様にとっていい大会にす

るという大目標があるわけで、その面では一丸となって進

めることが出来ました。自分の楽団（関西シティフィルハ

ーモニー交響楽団）にとって有意義だったと思っています。

団員にＪＡＯや全国フェスティバルに対する理解が深まり

ました。

練習場の音漏れや移動のこともそうですが、やってみて

初めてわかるということがでてきます。そのときどう臨機

応変に対応できるかが重要ですね。そのために実行委員全

員の情報の共有がもっとも大切だと痛感しました。

いつごろからか分かりませんが、大会にホストオーケス

トラの団員が参加しなくなりました。難しいことかもしれ

ませんが、フェスティバルオーケストラに乗る地元の団員

もいていいと思います。ちょうどアテネオリンピックにギ

リシャの選手が出場していないような感じです。考えて欲

しいですね。」（談）

寺部信行
テキストボックス
次頁上段に続く
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加者選考、６月以降の歓迎演奏編成から当日スタッフ編成、
直前のスタッフマニュアルをベースにした関係者総動員で
の最後の準備・調整と、大きな山場が６回はありましたか。
その間、渉外やＰＲ活動は地道に着々と進めてもらいまし
た。あの手がだめならこの手と、大阪流に言えば「ちゃっ
ちゃと」解決する、という事の連続だったと思います。

会場を「満席にする」の目標を決めたのはむちゃくちゃ
早かったですね。なにせ２７５７席もの会場なので初めは

「アホか？」と思われましたが（笑）。でもとにかく開会式
で「チケットは完売しましたよ」と伝えたかった！関西の
人には、企画と値段を比べて「こりゃ『お値打ち』な演奏
会やなぁ」と、つい自慢したくなるように工夫するのが大
切なんですよ。印刷は、チラシ・プログラム・お土産のう
ちわの全てが印刷業を営む堺フィルのホルン奏者、松岡裕
嗣さんの会心の傑作でした。そのチラシはプロオケの演奏
会以上の枚数を刷りまして、近畿２府４県全てをカバーす
る４０以上の演奏会で配布し、毎週各プレイガイドでの売
れ行きのチェックと発券調整を繰り返しました。７月中旬、
太田知事のご出演を発表した頃には、ほとんど完売状態に
なっていて正直焦りましたね。西本智実後援会さんには、
障害者施設さんへのご招待を進めて頂き、これも非常に嬉
しい事でした。

4．今大会のもうひとつの目玉が、地元の太田房江知事の歓
迎演奏だったと思うのですが、それはどういう経緯で実現し
たのですか？

数年前、日経新聞の「交遊抄」に太田知事が寄稿された
時、最もご縁の深い方としてＪＡＯの森下理事長を紹介され
ました。知事がかつて中３の時に戴冠式を弾かれたのが森
下理事長が音楽監督をつとめる地元のアマオケだったとい
う話も分かり、漠然と脈があるかなと感じていました。そ
んな背景があって、昨年の夏、「ぜひとも全国大会の場で、
大阪を挙げた歓迎演奏としてのご共演を」と、だめ元で嘆
願書を出しました。３月にはご快諾頂き、大阪大会として
はこれ以上ない歓迎演奏を実現できる事になりました。

5．フェスティバルコンサートもすばらしい演奏でした。
森さんの感想を。

とにかく感動しました！実行委員会としては、「一に音
楽、二に交流、三・四はお任せ、五に移動」と音楽面が充
実する事を大阪大会成功の第一優先条件として準備してま
いりました。指導者の方々には、大会３日間の短いリハー
サルでいかに最高のパフォーマンスを実現するか、何度も
ご相談申し上げました。また、オーケストラ編成にあたっ
ては参加者のみなさまのご希望を極力生かす事に出来る限
り細心の注意を払ってまいりましたが、定員の関係で何十
名かの管打楽器の方々に参加をお断り申し上げたのは、忘
れることが出来ません。そして、指導者の方々に十八番の
名曲を選んで頂き、まさに「本物中の本物！」という充実
したご指導を頂けましたし、参加者のみなさんの溢れんば
かりの情熱がまた大変素晴らしく、鳥肌の立つ素晴らしい
演奏の連続でした。栗田先生の指揮による完璧なまでに精
巧なシベリウスの深い感動。森先生の指導のもと、画期的
なチャレンジで実現した大編成弦楽アンサンブルの驚異的
な豊かな響き。そして、最後の締めくくりは「展覧会の絵」。
ソロもトゥッティもダイナミックで、オーケストラ全体が
渾身のフィナーレでした。全ての演奏に、それぞれたくさ
んのブラヴォーが客席から飛び出しましたが、私も本当に
感動しました。

6．運営も音楽も大成功の大会でした。来年の名古屋大会
の担当者にアドバイスとご注文を。

アドバイスだなんてめっそうもありませんが大阪ではこ
んな理由でこうしました、と経緯や結果は喜んでお話させ
て頂きます。名古屋の方々は既に２００１年の運営ノウハウ
をお持ちですので、さらに名古屋大会らしさを目指された
ら自ずと心に響く素晴らしい大会になると思います。どん
な大会になるのだろうか？と、今からワクワク楽しみにし
ております。オール愛知の方々には「是非、がんばってく
ださい！」とエールをお送りさせて頂きたいと思います。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

日本語の難しさを知った3日間
─ 司会にアトラクション（？）に大活躍の二人にインタビュ ─

開会式から始まって、レセプション、フェアウェルパーティーで
見事な司会振りを披露した上阪美保子さん（以下上阪）と田中景
子さん（同田中）にお忙しい合間を縫って、話をお聞きしました。

◆はじめにお二人のこの大会の役割を教えてください。
田中：開会式やレセプション、フェアウェルパーティーの司会

進行です。
上阪：その他、開会式に使うスライドの作成や資料も集めました。

さらに私は、楽譜の準備や配布、回収も担当しました。

◆式の構成や原稿作成など他の大会準備と並行してやっていかれ
たと思うのですが苦労されたことは？
田中：何度も変更があり、来賓や会場配置などが決まらないこ

と。直前まで確認に走り回っていました。
上阪：言葉遣いや固有名詞の読み方など最後まで気を抜けませ

んでした。それに敬語の使い方は難しいですね。日本語
の奥深さを知った３日間でした。

◆このような大規模な大会を開催するには何度も打ち合わせをし
たと思うのですが、実行委員会の雰囲気はいかがでしたか。険
悪ムードになった時はありましたか。
田中：役割間のコミュニケーションがうまく取れなくてぎすぎ

すした事はあります。でも全体的に皆さんが進んで協力

し、和気あいあいでした。
上阪：うまくいかないことを突き詰めると、連絡の不備、準備

期間の不足ですね。

◆このような裏方の仕事よりも演奏しているほうがいいですよね。
田中：楽しく演奏するためには裏方が必要だということが良く

わかりました。
上阪：もちろん演奏しているほうが楽しいですが、裏方の皆さ

んが頑張ってくださるおかげで演奏会ができるというこ
とが改めて実感でき、意義あるものでした。

◆来年の名古屋大会のためにも、反省点やアドバイスがあればお
願いします。
田中：連絡系統をはっきりさせておいたほうがいいと思います。

進行係は持ち場を離れられないので、アシスタントをぜ
ひ決めておいてください。

上阪：上坂さんと同じですが、来賓確認、会場配置など、司会
者が全部チェックするのはしん
どいので、サポート役をおいた
ほうがいいと思います。

◆お忙しいところありがとうございました。

うえさか

田中さん（左）と上阪さん



平成１６年９月１８日から１９日にかけて、オランダの

アムステルダムでＷＦＡＯ（世界アマチュアオーケスト

ラ連盟、神野信郎会長）の会議が森下委員長の呼びか

けにより開催されました。

WFAOオランダ会議を終えて

WFAO委員長　森下 元康

世界各地で活発な活動を展開している皆さん、お元

気ですか。今回ＷＦＡＯ会議を初めてヨーロッパで開き

ました。多くの人々が時間をかけて集まってくれまし

た。過去日本での会議が多く、少しは航空費に補助を

出していましたが、現在は経済事情が厳しくその余裕

はありません。したがって今回のアムステルダムには、

旅費も宿泊も自費で集まっていただきました。会議は

友好的で活発なもので、この成功には副委員長のネス

さんコティングさんの協力があったおかげです。その

内容については報告の通りです。

さて２００５年は日本の愛知県名古屋市で「２００５年日

本国際博覧会」が開催されます。その期間の中で、ＪＡ

Ｏを中心に記念コンサートを計画しています。今回の

オランダ会議に出席された国の皆さんにはかなり具体

的な内容をお伝えしました。この内容も報告の中に載

っています。そしてさらに詳しい招待日程や内容、申

し込み手続きを１２月中にお伝えします。

ＷＦＡＯの存在が、皆さんたちのそれぞれの活動に対

して価値のあるものにするために、来年は大勢の国の

方々が集まってくれることを願っています。

皆さんの所属するオーケストラや組織は、年ととも

に変わっていくと思います。しかし就任していた地位

を退いて次の人に渡した場合でも、今までの委員は名

誉委員として名前を残し、ＷＦＡＯ会議の出席も認めた

いと思います。その代わり新たに就任した人を正式に

委員として推薦していただきたいと思います。

では１２月に発信する招待計画をお待ちになってくだ

さい。

今回はヨーロッパで開催する初めての会議だったの

で、受け入れ先のオランダとの調整や事前準備に苦労

しましたが、その甲斐があり、参加国は、ヨーロッパ

から１０カ国、アフリカから１カ国、北アメリカから１

カ国、南アメリカから１カ国、アジアから１カ国の１４

カ国、総勢２８人でした。

今会議では、各国のオーケストラ活動の状況報告に

次いで、ＷＦＡＯの今後の活動方針等に対し活発な意見

交換がなされました。また、２００５年日本国際博覧会

（愛知万博）記念大会となる第３３回全国アマチュアオ

ーケストラフェスティバル名古屋大会及び万博会場で

のコンサートについて、その概要、招待条件等の説明

をし、参加を呼びかけました。

（１２）第５５号　平成１７年２月２８日

世界から集まった参加者たち

森下委員長の挨拶



以下は会議の概要です。

（１） 自己紹介及び自国の状況報告

（２） ＷＦＡＯに対する要望

・Ｗｅｂサイトが有効に使われていないので、有効

に使われる対策を取って欲しい。

・アドバイザーがいない。アドバイザー的存在に

なって欲しい。

・名称を変える必要がある。

・会費を取ったらどうか。

・指揮者の情報をＷｅｂに載せて欲しい。

・統計資料の作成。

（３） 具体的な活動目標の検討

・インターネットを通した情報の共有・提供

ホームページ、ニューズレター

・データベースづくり（楽器、楽譜など）

・世界のオーケストラの相互交流

・インターネットによるコミュニケーションツー

ル（書き込み掲示板など）

（４） 社会貢献活動の検討

・現代曲の委嘱

（５） ＷＦＡＯ時期活動計画の検討

・Ｍｉｓｓｉｏｎ、Ｇｏａｌｓ、Ｐｌａｎについて、各委員の

考えをペーパーにより提出。

（６） 今後のＷＦＡＯ会議について

・会員資格を見直す必要性がある。

・名古屋会議においては今後の方針を決定したい。

・活動方針を確実に実行するため、名古屋に集ま

ってほしい。

・名古屋大会以降の会議のホスト役を募集してい

る。

毎年の英国青少年オーケストラフェスティバル

なら引き受けてもいい。（英国）

ベネズエラのフェスティバルもある（２００５年）

スペインのナショナルユースオーケストラでホ

ストを引き受けてもいい。

２００６年５月、フィンランドでフェスティバルを

予定

２００６年６月、ＥＡＡＯの大会がある（ドイツ）

（７） 愛知万博記念国際アマチュアオーケストラフェス

ティバルへの参加依頼

（８） ２００５年日本国際博覧会についてＰＲ

平成１７年２月２８日　第５５号（１３）

食事も大切な交流

会議を支えてくれたスタッフ

各国の現状を知り合う



「第8回BDLO研修旅行」

我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団

石川 八谷
●万緑や「悲愴」の響きかくのごと

ＢＤＬＯのオーケスキャンプでいつも幹事役をされて

いるフラオケさんからのクリスマスカードに２００４年の

ヴァイカースハイム・キャンプの指揮者はミュンヘンに

住んでおられるアレジャンドロ・ヴィラさんで曲はチャ

イコフスキーの交響曲第６番「悲愴」とあった。「悲愴」

は既に３回経験済みの曲であるし、前回のキャンプで感

動的なブルックナーの交響曲第７番を体験し、できるな

ら今回もドイツ系作曲家の曲であればよいと密かに願っ

ていただけに少しがっかりする。また、今回が５回目の

キャンプになるが、初めて参加した１９９９年から今回ま

でロシアの作曲家の曲が４回でドイツ系はブラームスと

ブルックナーだけ。選曲に偏りを感じる。８０年の歴史

のあるキャンプであるから、６年のサンプリングで云々

できないかもしれないが、メール友達であるバウアーさ

んにそんな思いを書き、「悲愴」についての意見を聞く。

そしたら、「悲愴」はとても好きな曲であるが彼にとっ

ては初めての曲である。３楽章は速くて難しそうだ。選

曲の方法は知らないが、好きでない曲であるなら参加し

ないまでで、時間があれば他にも行けるオーケストラは

もっとあるという答えが返ってきた。アマチュアが活動

できるドイツのオーケストラの組織は日本とは異なって

いるのかも知れない。我々が参加するキャンプは毎年５

月か６月、精霊降臨祭の折に開催されるが、ＢＤＬＯ機

関紙によるとＢＤＬＯとその関連組織が2 0 0 4年に開催す

るワークショップは他に１８もある。室内楽のものがほ

とんどであるが、実に多種多様である。バウアーさんの

答えが頷ける。ハイドン、モーツアルトなどの作品はも

っと規模の小さいワークショップで取り上げられるよう

である。

ともあれ、５月２７日、日本を出発し、ミュンヘンを

見物した後、２８日の夕刻６時ごろ、ヴァイカースハイ

ムのムジークハウスに到着し、キャンプの人となる。

今回の参加者は総勢１１６

名。その中、日本からの参

加者は前回までは１０人前

後だったのに、なんと２８

名。これはチャイコフスキ

ーの魅力によるものだろう

か。到着すると直ぐ夕食を

食べ、例年のように７時か

ら練習。練習場のヴァイカ

ー ス 城 の ガ ル テ ン ハ ウ ス

（園丁）へ向かって歩く。

美しいバロック式庭園が迎

え入れてくれる。庭を縁取るマロニエの花がちょうど満

開で彫像が一段と映えてみえる。通りすがりにあるカリ

カチュアの石像たちが、｢また来たね｣と笑っているよう

だ。

指揮者のヴィラさんはイタリア人でお年は３０代だろ

うか。背が高く、少し太り気味。眼鏡をかけ、どことな

くシューベルトに似て優しいお顔立ちの人である。オペ

ラの指揮をなさる人と聞いたけれどどんな指揮をされる

だろう。緊張が走る。ベースが静かに重音を弾き出し、

ファゴットが低くうめくように主題を奏で、やがて、ヴ

ィオラがため息のように引き出す序奏部分。しかし、ど

うもファゴットとの動きがぎごちない。指揮棒のリズム

のありどころが明確でないため、ファゴットが戸惑って

いるという感じ。とうとう序奏部の途中で止まり、やり

直しになった。こんなことは初めてである。キャンプ最

初の練習は多少の混乱があっても最初から最後まで通す

のが通例で、2年前、あのリズムの難しい「火の鳥」で

さえ、最初の練習では止まらずに通したと記憶している。

大分様子が違い、先行きにあまりよくない思いが走る。

しかし、つまずきながらも、大分遅いテンポで全楽章の

通し、初日の練習を終えた。

翌日から４日目に本番を迎えるまでは、昼食後と夕食

後に１～２時間の休憩を挟み、朝９時から夜９時まで分

奏と総合練習を交互に繰り返す。分奏はプロの講師が指

導する。例年と同じパターンのハードな練習であるが、

充実した練習なのであまり疲れを感じない。初日、指揮

棒に戸惑いを感じた人たちも２日目、３日目になると次

第に慣れて、音楽の流れがよくなってくる。これまでの

キャンプで経験したどの指揮者も言葉でオーケストラを

導くのではなく、歌うことによって導いてくれたが、ヴ

ィラさんもやはり、その例に漏れない。直接的でとても

分かりやすい。もしも、ドイツ語でああこうと指示を受

けたら、お手上げになるところであるので大変有難い。

ヴィラさんの歌い方から、彼の意図する「悲愴」はこれ

まで日本で経験し、自分がイメージしていたものとは大

ヴァイカースハイム城の庭園

カリカチュアの像

（１４）第５５号　平成１７年２月２８日



分異なることが次第に分かってきた。粗野なロシアの音

楽という感じではない。お顔がシューベルトに似ている

からというわけではないけど、「未完成」を踏み台にし

た「悲愴」といった感じであろうか。

本番は演奏者で所狭しとなっているガルテンハウスに

２、３０人ばかりのお客さん。初日に躓いた序奏部もス

ムーズに滑り出す。第１楽章の例のヴィオラの聴かせど

ころも上手く弾ける。弦がよく響く。日本からの山元さ

んのフルートを含む木管がとてもよい。特に、第１楽章、

アレグロ・ヴィーヴォに入る前のｐｐｐｐで奏されるクラ

リネットはぞくぞくするくらいの音色。感情の激しさが

剥き出しにならず、より透明感のある「悲愴」が最初か

ら最後まで実現し、その響きは万緑のドイツの大地にと

ても相応しいと思った。

指揮者のヴィラさんに感謝の拍手。

● 二人のワルター

夜９時までの練習が終わると、お城の地下室バーへ直

行する。ところが、５月２８日の夜はマスターがまだ来

ていなくてバーは閉じたまま。仕方なく、入口で待って

いると、チェロのネディンガーさんとバウアーさんがや

ってきて、レストランへ行こうということになる。ムジ

ークハウスに一番近い所のレストランに入る。注文の白

ワインがでてきたところで乾杯。二人のワルターへとい

うとお二人はけげんそうな顔。お互い顔を見知っていて

も同じ名前とは認識していなかったようである。という

ことは、親しく語り合った仲ではないようで、私が仲立

ちしたことになる。しかし、メールのやり取りの中で書

いたことがあるから、バウアーさんは私が昨年、キャン

プの後、ネディンガーさん宅にお世話になったことを知

っている筈である。そのことについて触れると、バウア

ーさんは「え！」と驚く、意外なことをおっしゃる。そ

れはＢＤＬＯ誌に載っているというのだ。寄稿した覚え

もないし、できる筈もない。翌朝、ムジークハウスの入

口においてあるＢＤＬＯ誌４月号を開いてみると、確か

に私の名前が記されている文が掲載されている。おぼろ

げに覚えているドイツ語を辿って読むと、どうやら、ネ

ディンガーさんが私の文をドイツ語に翻訳したものとわ

かる。お世話になったお礼の意もこめて、昨年、本ＪＡ

Ｏ誌に寄稿した文を英訳し、ネディンガーさんに送った

文がドイツ語になって掲載されたというわけである。

バウアーさんとネディンガーさんが話す時はドイツ

語、私が話題の中に入るときは英語になる。私もほんの

少し彼らが話す内容がわかる時がある。バウアーさんが

ネディンガーさんに何時からチェロを始めたか質問をし

いる。４５、６歳のときからとネディンガーさん。自分が

ヴィオラを始めたのは３５歳を越えてからで、遅くから

楽器を始めるのは大変だねとバウアーさん。私がネディ

ンガーさんに先生は誰と聞く。ヴェルナー・クレムさん

とネディンガーさん。こんな調子で会話が進む。クレム

さんは、今回、チェロも講師をされている方で、５年前

の最初の参加のとき我々日本人はとても親切にして頂い

た。それにしても、５０歳に近くなってチェロを始め、

「悲愴」を弾かれるのだから頭が下がる。

手紙やメールのやり取りで、バウアーさんのことはご

家族のこと、日ごろの演奏活動のことを知っているので、

ネディンガーさんに教えてあげられることが多い。彼は

ヴィオラこそ遅い年齢から始めたが、７歳からピアノを

始め、その後、まもなくヴァイオリンとオルガンを習っ

たという経歴の方である。お子さん３人、お孫さん１０

人の大家族に恵まれ、ご家族と時々自宅で室内楽を楽し

む。毎年、ご自分の街でピアノリサイタルとオルガンリ

サイタルを開催。ドクターであり、ご専門は物理学。カ

ールスルーエの研究所に勤め、退職されたが、今でも研

究所の室内オーケストラを指揮されるという。

２年前、ささやかな私の日本からのお土産のお礼にと、

彼はＣＤを送ってくれた。彼自身が演奏したベートーヴ

ェンの変イ長調（作品２６）とホ長調（作品１０９）のピ

アノソナタだった。こんな優しくて澄んだベートーヴェ

ンを私はかって聴いたことがない。また、昨年はバッハ

のオルガン曲のＣＤ、そして今年はバッハとスカルラッ

ティのピアノ曲を録音したＣＤを頂いた。優しいタッチ。

実に淡々としていて、我、音楽と共にあるという感じが

ひしひしと伝わってくる演奏である。日ごろどんな練習

をされているのか、お会いしたときに聞こうと思ってい

たが、果たせないままに終わった。ところが、最近、前

述したＢＤＬＯ誌の４月号をなにげなく開いてみると、

バウアーさんがどんな練習をしてきたかの記事が掲載さ

れている。またまた、びっくり。ここでも二人のワルタ

ーは一緒だったのである。

平成１７年２月２８日　第５５号（１５）

JAO参加者の皆様（2）

JAO参加者の皆様（1）

キャンプが終われば宴会だ！？

キャンプ後、訪れたイタリア・クレモナの町並み



◆猛暑といわれた昨年の夏に行わ

れた大阪大会の記事を中心に編集

致しました今号を、正月をまたぎ、

大寒を過ぎこし桃の節句を迎えよ

うとするこの時期にようやく皆様

のお手元にお届けすることになっ

てしまったことをまずもってお詫

びいたします。

◆この記事のため大阪で取材をしていた頃から今日まで

振り返ってみますと地震、台風、大雪等、実に多種多量

の災害に見舞われてきたという印象です。おまけに今年

は杉花粉が通常の３０倍もの量で飛び回るらしく。未だ

幸い花粉症でない私も今年はひょっとすると…とびくび

くしています。杉花粉の増量の原因の一つには山林に杉

の植林をしすぎたためだとか（違っていたら済みません）。

◆ところで、杉に限らず伐採目的で切られる木には切り

時があるということを最近知りまして。どう云うことか

といいますと、木は月の満ち欠けによって起こる何らか

の影響を受けており、新月の頃伐採された木は乾燥のた

めに転がされていてもその断裁面にカビなど付着しにく

く、建材としてもより長持ちをするらしいのです。満月

の頃の伐採だとその逆だということで。ストラディヴァ

リウスなどもこの新月に切った木を使って作られている

らしいとか。それで、浪漫を感じ、この楽器も新月に切

られた木を使って作られたのだと良いな、なんて自分の

楽器を見ながら空想にふけっている今日この頃です。

（１６）第５５号　平成１７年２月２８日

▼乙酉（きのととり）の年が明けました。あら

ためまして本年もどうぞよろしくお願い申し上

げます。新年早々、恒例の「第５回日本マスタ

ーズオーケストラキャンプ」があり、安永徹先

生、青木明先生の情熱的な指導のもと、多大な

成果を上げることができました。事務局としま

しては、横田行雄運営委員長をはじめ、服部驍

さん、小倉千秋さんなど地元の方に運営を担っ

ていただき、心から感謝申し上げます。

▼本年度の行事は、２月には総会、３月には「第２１回トヨ

タ青少年オーケストラキャンプ（＝ＴＹＯＣ）」が実施され

ます。今回のＴＹＯＣは豊橋で開催され、若いメンバーが夜

遅くまでＪＡＯ事務所で準備にあたっています。

▼長い間親しんでいただきました機関紙「ＪＡＯ（＝じゃお）」

は今号の第５５号を持って終刊といたします。昭和４７年

（１９７２年）９月２０日発刊の第１号には『この機関紙は日

本のいたるところで活動している皆さんの姿を映す「鏡」

になりたいと思っています。そしてそれは同時に日本文化

の土台を支えるものの記録であると思うのです』と記して

います。社会のＩＴ化が急速に進み、編集作業、印刷費、郵

送作業、郵送費等をかけるよりもこれからはインターネッ

ト関連に人、経費の資源を集中させたいと思います。タイ

ムリーな情報をより詳しく、時には双方向を利用したコミ

ュニケーションを図っていきたいと思います。これまでの

ご愛読にお礼を申し上げ、これからも変わらぬご支援をお

願いいたします。

ト　
ヨ　
タ　
は　
、　全
国
で　
24
年
１　
０　
０　
０　
回
を
数
え　
る　
ト　
ヨ　
タ　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　

ィ　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
な　
ど　
ア　
マ　
チ　
ュ　
ア
音
楽
活
動
を
は
じ
め
、　
美
術
、　
演

劇
な
ど
幅
広
い
分
野
で
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
を
応
援
し

て
い
ま
す
。　
み
ん
な
が
、　も　
っ　
と　
ワ　
ク　
ワ　
ク　
、　ド　
キ　
ド　
キ
す
る
た
め
に
、

ト
ヨ
タ
は
、　い
っ
し
ょ
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

機関紙「JAO」は今号の第55号をもって終刊いたします。

今後はホームページを充実させ、タイムリーに情報を発信

してまいりたいと思います。永年にわたりご愛読、誠にあ

りがとうございました。




